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最
優
秀
賞

〈
小
学
校
の
部
〉

う
る
さ
い
な
ぁ
と
　

お
も
っ
て
い
て
も

し
ず
か
に
な
る
と
　

き
き
た
く
な
る

か
ぞ
く
の
こ
え
は

わ
た
し
の
見
え
な
い
　

た
か
ら
も
の

六
郷
小
二
年　

藤
本　

菜
生

〈
中
学
校
の
部
〉

洗
濯
た
た
み
券
、
皿
洗
い
券
、
風
呂
掃
除
券
。

母
が
使
っ
て
く
れ
た
日
に
、
母
か
ら
笑
顔
の

「
あ
り
が
と
う
。」

そ
の
笑
顔
が
見
た
く
て
頑
張
れ
た
、
私
の
汗

は
愛
の
証
。

吉
成
中
三
年　

横
溝
麻
志
穂

〈
一
般
の
部
〉

み
ん
な
の
笑
顔
で
元
気
に
な
れ
る

だ
か
ら
私
も
笑
顔
に
な
れ
る

き
っ
と
私
の
笑
顔
も
だ
れ
か
に
つ
な
が
る

長
町
南
小　

西
本　
　

渉

優

秀

賞

〈
小
学
校
の
部
〉
榴
岡
小
三
年　

岩
渕　

希
優

〈
中
学
校
の
部
〉
人
来
田
中
三
年

菊
池
和
香
菜

〈
一
般
の
部
〉

南
吉
成
小　

堤　

恵
通
子

佳
　
　

作

〈
小
学
校
の
部
〉
福
室
小
六
年　

小
河　

一
歩

将
監
小
四
年　

稲
岡
愛
華
里

長
町
南
小
六
年

金
野　

莉
世

〈
中
学
校
の
部
〉
吉
成
中
三
年　

勅
使
河
原
千
春

南
吉
成
中
一
年

針
生　

汐
音

南
吉
成
中
一
年

櫻
井　

青
輝

〈
一
般
の
部
〉

六
郷
小　

菅
野
千
鶴
子

長
町
南
小　

西
本
れ
お
奈

長
町
南
小　

恒
成　

く
み

最
優
秀
賞

頼
っ
て
い
い

　

困
ら
せ
て
い
い
　

ド
ン
と
来
い
！

桜
丘
中　

千
葉　

千
春

優

秀

賞

じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
す

　

今
の
あ
な
た
で
　

花
丸
で
す

折
立
中　

ぞ
う
り
ん
ご

佳
　
　

作立
町
小　

西
尾
し
の
ぶ

八
木
山
小　

バ
ー
ニ
ン
グ

川
前
小　

本
多　

忠
義

中
山
中　

赤
間　

千
津

錦
ケ
丘
中　

糸
賀
千
鶴
子

仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
で
は
今
年

度
よ
り
保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
大

切
な
あ
な
た
へ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

標
語
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
在
の
子
ど
も
を
取
巻

く
悲
し
い
報
道
を
耳
に
す
る
状
況
の

中
、
普
段
我
が
子
に
伝
え
ら
れ
な
い
、

そ
れ
で
も
本
当
は
大
切
に
思
う
本
音

や
気
持
ち
を
標
語
に
し
て
伝
え
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
仙
台
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
協
議
会
志
賀
会
長
か
ら
の
提
案

を
役
員
会
で
協
議
し
、
実
施
に
至
っ

た
取
組
で
す
。

約
二
か
月
の
募
集
期
間
に

二
百
八
十
五
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
を

選
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

南
吉
成
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

堤　

恵
通
子

朝
の
身
支
度
が
苦
手
な
息
子
を
少

し
で
も
早
く
寝
か
せ
た
い
親
心
と
は

裏
腹
に
、
布
団
に
入
り
、
消
灯
す
る

と
「
お
母
さ
ん
、
あ
の
ね
…
」
と
決

ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
が
始
ま
り
ま
す
。

お
題
は
そ
の
日
の
出
来
事
に
と
ど
ま

ら
ず
、
数
日
数
年
前
に
彼
が
感
じ
た

喜
怒
哀
楽
、
渾
身
の
ダ
ジ
ャ
レ
、
時

に
は
し
り
と
り
や
く
す
ぐ
り
合
い
に

な
る
こ
と
も
。

一
日
の
終
わ
り
に
、
息
子
の
聞
い

て
ほ
し
い
気
持
ち
や
甘
え
た
い
気
持

ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
、
安
心
感
を

持
っ
て
成
長
し
て
い
く
一
助
と
な
れ

ば
と
思
い
、
大
切
に
し
て
い
る
我
が

家
の
日
常
を
切
り
取
っ
た
詩
が
、
素

晴
ら
し
い
賞
を
頂
け
た
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
お
や
す
み
。
あ
の
ね
、
今
日
ね
…
」

と
布
団
の
中
で
始
ま
る
あ
な
た
の
お
話
。

も
う
寝
な
さ
い
と
い
い
た
い
け
れ
ど
、

大
事
に
し
た
い
親
子
の
会
話
。

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

大
切
な
あ
な
た
へ

大
切
な
あ
な
た
へ

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

家庭で話そう家庭で話そう！楽しい子育てキャンペーン 三行詩コンクール入選者楽しい子育てキャンペーン 三行詩コンクール入選者家庭で話そう家庭で話そう！！楽しい子育てキャンペーン 三行詩コンクール入選者楽しい子育てキャンペーン 三行詩コンクール入選者
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こ
の
度
、
仙
台
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
協
議
会
よ
り
ご
推

薦
を
頂
き
、
優
良
Ｐ
Ｔ

Ａ
団
体
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
こ
と
、
本
校

父
母
教
師
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
で
は
、「
見
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
一
人
で
も
多
く
の
児
童
・

保
護
者
・
教
職
員
・
地
域
の
皆
様
の
過
ご

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
活
動
の

透
明
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
決

ま
っ
た
活
動
だ
け
を
行
う
の
で
は
な
く
、
現

状
を
見
つ
め
、
今
、
何
が
必
要
か
を
考
え
、

保
護
者
皆
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
、
取
組

を
透
明
化
さ
せ
た
新
し
い
挑
戦
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
事
に
よ
り
、
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
が
充
実
感
と
達
成
感
を
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
周
囲
の
方
も
興
味

を
持
ち
、
意
欲
が
高
ま
る
「
親
子
参
加
型
」

の
活
動
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
参
加
し
や

す
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
邁
進
し
て
お
り
ま

す
。
児
童
に
と
っ
て
一
番
良
い
環
境
の
根
源

は
、
家
庭
、
学
校
が
明
る
い
事
で
あ
り
ま
す
。

大
人
が
充
実
す
る
活
動
を
行
い
、
児
童
一
人

一
人
を
素
晴
ら
し
い
環
境
へ
導
け
る
よ
う
造

り
上
げ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度

は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
度
は
令
和
元
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年

に
、
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
か
ら
の
ご
推
薦
に

よ
り
、
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

に
受
賞
で
き
ま
し
た
こ
と
、
六
郷
中
学
校

父
母
教
師
会
会
長
と
し
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

長
い
歴
史
の
あ
る
我
が
校
は
、
田
園
風

景
の
の
ど
か
な
地
域
に
あ
り
、
子
供
た
ち

が
の
び
の
び
と
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

子
供
た
ち
が
安
心
安
全
に
生
活
で
き
る

地
域
と
し
て
、
私
達
父
母
教
師
会
も
、
夜

間
巡
視
活
動
や
夏
祭
り
の
巡
視
活
動
な
ど

を
、
重
点
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
健
全
育
成
の
活
動
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
ま
で
父
母
教
師
会
会
員

の
方
々
の
成
果
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な

活
動
を
含
め
今
回
評
価
し
て
頂
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

我
々
は
、
今
後
先
生
方
や
保
護
者
の

方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
、
笑
顔
と
会
話
の

た
く
さ
ん
あ
る
、
楽
し
く
明
る
い
活
動
を

目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
は
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰

〈
団
体
〉

　

四
郎
丸
小
学
校
父
母
教
師
会

　

六
郷
中
学
校
父
母
教
師
会

宮
城
県
教
育
委
員
会
表
彰

　

遠
見
塚
小
学
校
父
母
教
師
会

仙
台
市
教
育
委
員
会
表
彰

〈
団
体
〉

　

柳
生
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

向
陽
台
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

〈
個
人
〉

　

針
生
真
由
美（
西
中
田
小
前
Ｐ
会
長
）

　

横
山　

信
治
（
西
多
賀
中
前
校
長
）

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
表
彰

〈
団
体
〉

　

作
並
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

中
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

〈
個
人
〉

　

髙
城　

み
さ（
鶴
が
丘
小
前
Ｐ
会
長
）

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
表
彰

〈
団
体
〉

　

長
町
小
学
校
父
母
教
師
会

　

向
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

黒
松
小
学
校
父
母
教
師
会

　

西
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

長
町
中
学
校
父
母
教
師
会

　

北
仙
台
中
学
校
父
母
教
師
会

〈
個
人
〉

　

鎌
田　

城
行
（
附
属
中
前
Ｐ
会
長
）

　

相
澤　

文
典
（
袋
原
小
校
長
）

　

早
坂　

真
弓
（
作
並
小
Ｐ
会
長
）

　

佐
藤　

芳
文
（
第
二
中
Ｐ
会
長
）

　

庄
子　

和
孝
（
向
陽
台
中
Ｐ
会
長
）

　

長
澤　
　

裕
（
高
森
中
前
Ｐ
会
長
）

仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
表
彰

　

木
町
通
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

台
原
小
学
校
父
母
教
師
会

　

沖
野
東
小
学
校
父
母
教
師
会

　

第
一
中
学
校
師
親
会

　

岩
切
中
学
校
父
母
教
師
会

お め で と う 令和元年度　令和元年度　優良ＰＴＡ団体・個人表彰者一覧優良ＰＴＡ団体・個人表彰者一覧

皆
で
築
き
あ
げ
る

　

四
郎
丸
小
学
校
父
母
教
師
会

会
長　

中
坪　

千
代

安
心
で
き
る
地
域
に

　

六
郷
中
学
校
父
母
教
師
会

会
長　

上
原　
　

穣

文
部
科
学
大
臣
賞　

受
賞
校
か
ら
一
言

文
部
科
学
大
臣
賞　

受
賞
校
か
ら
一
言
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個
人
の
部

個
人
の
部

★
南
小
泉
小
学
校

（
拾
得
物
の
適
切
な
対
応
）

四
年　

一
名

五
年　

一
名

★
北
六
番
丁
小
学
校

（
け
が
を
し
た
低
学
年
児
童
へ
の
適
切
な

対
応
）

六
年　

七
名

★
袋
原
小
学
校

（
継
続
的
な
地
域
の
清
掃
活
動
）

四
年　

一
名

六
年　

二
名

★
六
郷
中
学
校

（
路
上
で
転
倒
し
た
小
学
生
の

介
抱
）

二
年　

二
名

★
六
郷
中
学
校

（
転
倒
し
け
が
を
し
た
小
学
生
の

お
世
話
）

三
年　

四
名

★
郡
山
中
学
校

（
け
が
を
し
た
小
学
生
へ
の
適
切

な
対
応
）

一
年　

四
名

★
郡
山
中
学
校

（
具
合
の
悪
い
高
齢
者
へ
の
適
切

な
対
応
）

二
年　

一
名

★
台
原
中
学
校

（
継
続
的
な
地
域
清
掃
活
動
）

三
年　

一
名

★
桜
丘
中
学
校

（
い
じ
め
に
あ
っ
た
小
学
生
へ
の
適
切
な

対
応
）

三
年　

二
名

★
幸
町
中
学
校

（
道
に
迷
い
困
っ
て
い
た
高
齢
者
へ
の
親
切
）

一
年　

三
名

二
年　

一
名

★
幸
町
中
学
校

（
落
ち
葉
拾
い
を
し
て
い
た
高
齢
者
へ
の

お
手
伝
い
）

二
年　

一
名

★
幸
町
中
学
校

（
児
童
館
で
の
継
続
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
）

三
年　

一
名

★
寺
岡
中
学
校

（
転
倒
し
け
が
を
し
た
小
学
生
へ
の
適
切

な
対
応
）

三
年　

一
名

★
富
沢
中
学
校

（
け
が
を
し
た
小
学
生
へ
の
適
切
な
対
応
）

一
年　

七
名

★
富
沢
中
学
校

（
困
っ
て
い
る
方
へ
の
親
切
）

二
年　

一
名

★
富
沢
中
学
校

（
突
風
で
困
っ
て
い
る
方
へ
の
親
切
）

三
年　

一
名

★
住
吉
台
中
学
校

（
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷
者
へ
の
適
切
な

対
応
）

一
年　

三
名

★
柳
生
中
学
校

（
転
倒
し
け
が
を
し
た
高
齢
者
へ
の
適
切

な
対
応
）

三
年　

二
名

★
館
中
学
校

（
転
倒
し
困
っ
て
い
る
高
齢
者
へ
の
適
切

な
対
応
）

三
年　

二
名

★
館
中
学
校

（
困
っ
て
い
る
小
学
生
へ
の
適
切
な
対
応
）

三
年　

一
名

　

五
橋
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

阿
部　

智
紗

私
達
は
毎
日
欠
か
さ
ず
朝
練
習
の
前
に

校
内
・
地
域
の
清
掃
と
あ
い
さ
つ
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
清
掃
を
行
う
こ
と
で
自

分
と
向
き
合
い
自
分
を
見
つ
め
直
す
時
間

を
作
る
こ
と
、
ま
た
、
練
習
す
る
環
境
を

整
え
て
く
だ
さ
る
学
校
や
、
私
達
の
活
動

を
理
解
し
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の

方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
た
い
と
思

い
、
こ
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

誰
か
に
ほ
め
て
も

ら
う
た
め
に
活
動
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
回

の
受
賞
に
よ
り
自
分

達
の
活
動
を
見
て
く

だ
さ
る
人
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
支
え
て
も
ら
う
こ
と
を

当
た
り
前
と
思
わ
ず
、
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
恩
返
し
す
る
こ
と
が
私
達
の
責
任

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
誰
か
の
為

だ
け
で
は
な
く
、
自

分
達
の
為
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

令和元年度令和元年度 篤篤
とっ

行行
こう

・・善善
ぜん

行行
こう

児童生徒表児童生徒表彰彰

団
体
の
部

団
体
の
部

★
五
橋
中
学
校

（
継
続
的
な
清
掃
活
動
と
あ
い
さ
つ
）



Ｐ Ｔ Ａ 仙 台 令和２年３月１日 （4）175号

大豆油インキを使用しています

自
然
豊
か
な
街・緑
あ
ふ
れ
る
街・

笑
顔
あ
ふ
れ
る
街
！
泉
区

泉
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長　

都　

築　

健
太
郎

（
向
陽
台
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

私
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
に
な

り
、
三
年
後
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
今
年
度
は

区
Ｐ
連
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
事
、
振

り
返
る
と
本
当
に
周
り
の
沢
山
の
方
々
に
支

え
て
も
ら
い
、
こ
こ
ま
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
で

き
た
事
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

私
ど
も
泉
区
は
、
単
Ｐ
会
長
た
ち
の
繋
が

り
の
お
陰
で
、
情
報
交
換
な
ど
も
行
え
、
い

い
関
係
性
を
持
ち
な
が
ら
日
々
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
泉
区
Ｐ
連
の
活
動
の
一
つ
で
も
あ

り
ま
す
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
お

話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
の
大
会
は
歴
史

も
あ
り
、
泉
区
の
代
表
的
な
年
間
行
事
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
の
運
営
、
準
備
が
と
て
も
大
変
な
の
で

す
。
こ
の
行
事
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
の
が
、

保
健
体
育
委
員
の
皆
様
で
す
‼
準
備
期
間
を

し
っ
か
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
毎
年
、
無
事

に
終
え
ら
れ
て
い
る
事
に
改
め
て
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
う
気
持
ち
を
、
こ

の
職
を
通
し
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
様
な
活
動
を
通
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
意
味
、
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
共
有

感
を
持
ち
、
活
動
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
へ
伝
え
た
い
「
人

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
」。

変
化
を
恐
れ
ず

太
白
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長　

赤　

間　

照　

彦

（
愛
宕
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

今
年
度
は
太
白
区
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
で
も
新
た
な
取

組
み
を
行
い
ま
し
た
。

大
き
な
取
組
み
と
し
て
、
二
十
九
年
間
続

い
て
い
た
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
再
検
討

し
、
新
た
な
行
事
を
行
え
な
い
か
と
い
う
も

の
で
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
区
行
事

に
お
い
て
大
き
な
行
事
の
一
つ
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
年
々
社
会
環
境
に
合
わ
せ
変
化
を

求
め
ら
れ
る
行
事
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。

前
年
か
ら
検
討
と
準
備
を
重
ね
、
今
年
度

は
「
親
子
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
」
と
し
て
実
行

し
ま
し
た
。
新
た
な
取
組
み
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
募
集
百
四
十
四
名
に
対
し
四
百
名
程

の
応
募
と
大
盛
況
と
な
る
反
面
、
抽
選
に
よ

り
、
多
数
漏
れ
た
方
が
出
た
と
い
う
点
も
あ

り
、
改
善
点
も
あ
り
ま
す
が
、
成
功
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
事
な
こ
と

は
今
後
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
改
善
、
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
は
な
く
、
必
ず
し
も
前
年
を

踏
襲
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
時
代
に
あ
っ

た
変
化
を
目
指
す
こ
と
と
考
え
て
お
り
、
次

年
度
活
動
に
引
継
い
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

委
員
長

蓮
沼　

秀
行
（
柳
生
小
Ｔ
）

副
委
員
長

毛
利　

雄
一
（
鶴
巻
小
Ｔ
）

編
集
委
員

足
立　

咲
子
（
東
二
番
丁
小
Ｐ
）

　

同

辻　
　

友
津
（
東
二
番
丁
小
Ｐ
）

　

同

若
有
奈
美
枝
（
西
山
中
Ｐ
）

　

同

熊
坂　
　

望
（
岩
切
中
Ｐ
）

　

同

小
山　

友
子
（
岩
切
中
Ｐ
）

　

同

畠
山　

麻
子
（
沖
野
中
Ｐ
）

　

同

橋
本　

裕
香
（
沖
野
中
Ｐ
）

　

同

山
内　

由
紀
（
上
野
山
小
Ｐ
）

　

同

田
畑　

尚
美
（
人
来
田
小
Ｐ
）

　

同

河
西
美
由
紀
（
南
中
山
中
Ｐ
）

　

同

吉
田
麻
記
子
（
将
監
中
Ｐ
）

　

同

金
子　

竜
也
（
将
監
中
Ｐ
）

泉　区泉　区

太白区太白区

☆
当
番
校
に
な
り
、
初
め
て
の
事

で
不
安
な
中
、
丁
寧
に
ご
指
導
頂

け
た
事
、
地
域
に
よ
り
違
う
特
色

あ
る
取
組
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で

き
、
一
年
を
通
じ
て
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
私
達
の
手
掛
け

た
原
稿
が
形
に
な
る
喜
び
も
あ

り
、
良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

☆
Ｐ
Ｔ
Ａ
仙
台
百
七
十
五
号
を
ご

覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
初
め
て
当
番
校
に
な
り
、

何
も
分
か
ら
な
い
中
、
同
じ
編
集

委
員
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き

な
が
ら
楽
し
く
作
業
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
完
成
し
た
広
報
紙

を
見
た
時
に
は
、
大
き
な
や
り
が

い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

☆
初
め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
仙
台
の
編
集
活

動
に
携
わ
る
こ
と
で
、
他
の
区
の

様
々
な
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

☆
広
報
紙
を
通
し
て
新
た
な
発
見

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
今
後

も
こ
の
広
報
活
動
を
続
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

☆
各
区
の
編
集
委
員
が
集
ま
り
、

皆
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
協

力
し
、
一
つ
の
広
報
紙
を
作
成
す

る
の
は
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

☆
内
容
や
構
成
等
を
考
え
る
の
は

大
変
で
し
た
が
、
自
分
が
手
掛
け

た
記
事
が
紙
面
に
載
っ
て
広
報
紙

に
な
る
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

☆
編
集
委
員
を
引
き
受
け
た
当
初

は
、
平
日
の
午
前
中
に
会
議
は
い

ろ
い
ろ
と
厳
し
い
か
も
…
で
し
た
。

で
も
、
実
際
の
活
動
は
会
議
日
程

が
第
一
回
会
議
で
わ
か
り
、
時
間

も
超
過
な
く
終
わ
り
、
参
加
し
易

い
工
夫
が
満
載
で
、
他
校
の
委
員

の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
紙
面
作
り
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
仙
台

Ｐ
Ｔ
Ａ
仙
台
１７５１７５
号
編
集
委
員

号
編
集
委
員

編

集

後

記

区
Ｐ
連
会
長
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

区
Ｐ
連
会
長
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

青 葉 区青 葉 区

太 白 区太 白 区

宮城野区宮城野区

泉 区泉 区

若 林 区若 林 区



☆学校管理下外で起きた傷害による治療・死亡に
対して保険金の請求ができます。
◦家庭内でのケガ
◦公園などで遊んでいてのケガ
◦スポーツをしていてのケガ
◦ＰＴＡ活動に参加してのケガ
◦登校、下校中のケガ
◦外来の手術　　　　　　・・・等

☆ＰＴＡ主催（共催）の行事に参加、活動中の傷害
による治療・死亡に対しての補償、活動に伴い発
生した管理者としての賠償責任を負担することで
生じる賠償金を補償しています。
◦ＰＴＡ主催のスポーツ大会でケガをした
◦ＰＴＡ会議・総会中にケガを負った（往復途上含）
◦地域の草刈活動中に近所のお宅の一部を破損した
◦ＰＴＡ会議で弁当による食中毒
◦プール開放時に熱中症　　　　

・・・等　

　仙台市ＰＴＡ協議会は、児童生徒の心身ともに健やかな成長と、ＰＴＡ会員が安心してＰＴＡ活動ができること
を心から願っています。日常生活やＰＴＡ活動においての傷害事故・賠償トラブル等は全く予想ができず、思い
がけないところで起こります。このような事故に対してＰＴＡ会員の皆様に、以下の補償を提供しています。なお、
保険料はＰＴＡ協議会会費（１世帯）１,０００円に含まれておりますので、保険料だけの集金はございません。

＊「傷害補償制度」とは、ＰＴＡ団体傷害保険・学校契約団体傷害保険・ＰＴＡ賠償責任保険の総称です。

対象者ならびに条件 補償項目 保険金額（補償限度額） 補償内容ならびに特記事項

Ⅰ 児童・生徒 学 校
管 理 下 外

死亡・後遺障害 ６５万円 後遺障害については、障害の程度により保険金額の４％
～ 100％をお支払いします。

入 院 日 額 ９００円 事故発生から180日以内で治療期間８日間以上の場合
に１日目から補償（180日限度）

手 術 4,500円～ 9,000円 入院中の手術は入院日額の10倍
外来の手術は入院日額の５倍の金額をお支払いします。

通 院 日 額 ６００円 事故発生から180日以内で治療期間８日間以上の場合
に１日目から補償（90日限度）

Ⅱ

ＰＴＡ会員
（児童・生徒）
（注）

ＰＴＡ行事
参 加 中
＊プール開

放 事 業 中
を含む

死亡・後遺障害 ３００万円
（３６５万円）

後遺障害については、障害の程度により保険金額の４％
～ 100％お支払いします。

入 院 日 額 ３，０００円
（３，９００円）

事故発生から180日以内で治療期間１日目から補償
　（180日限度）

手 術 １．５～３万円
（１．９５～３．９万円）

入院中の手術は入院日額の10倍
外来の手術は入院日額の５倍の金額をお支払いします。

通 院 日 額 ２，０００円
（２，６００円）

事故発生から180日以内で治療期間１日目から補償
　（90日限度）

Ⅲ ＰＴＡ会員 ＰＴＡ行事
参 加 中 賠償

対人 １億円 / １事故10億円 ＰＴＡ活動において第三者への賠償責任を負った場合
に各種費用をお支払いいたします。
◦自己負担として対人・対物について１，０００円・借

用物について５，０００円を適用します。
◦自動車の所有、使用または管理に起因する賠償責任

はお支払いできません。

対物 500万円

借用物 10万円 / 期間中500万円

※通院は90日限度・入通院合算で180日限度となります。

※上記Ⅱ、Ⅲ「ＰＴＡ会員」とは、児童・生徒および両親の他に、同居の親族の方、ＰＴＡ行事への参加が事前にＰＴＡにより認め
られた方も含みます。

※上記Ⅱ、ＰＴＡ会員欄のカッコ内の保険金額は、ＰＴＡ活動中の児童・生徒に関わる治療期間が8日以上の場合の保険金額です（治
療期間が8日以上の場合には、Ⅰ学校管理下外補償と合算した金額となるためです）。治療期間が7日以内の場合には、児童・生徒
についてもⅡＰＴＡ会員と同額の補償となります。

※プール開放中に関して、児童・生徒およびＰＴＡ会員の傷害補償制度は、上記Ⅱ、Ⅲ「ＰＴＡ行事参加中」となります。　

❶事故が発生したら、保護者が事故受付センター（東京海上日動安心110番）へ電話をし、事故報告をしてください。
　　■事故受付センター（東京海上日動安心110番）：0120-119-110（24時間365日）
　その後、保険会社よりご連絡差し上げ、お手続きを進めさせて頂きます。
❷インターネット事故連絡
「東京海上日動　事故受付」と検索、東京海上日動ＨＰよりインターネット事故受付が可能です。

❸ＱＲからの事故連絡（右のＱＲコードRから事故の連絡もできます。）
＊ご使用のパソコン・スマートフォン等によってはアクセスできない場合があります。
＊事故連絡後必要な手続き完了後に、保護者の指定する口座に保険金が支払われます。また、事故に係わる情報につきましては 

所属の学校と情報共有させていただきます。

事故が発生したら

児 童 生 徒 ＰＴＡ会員

（3つのご連絡方法から選択して下さい）

※事故連絡の方法❶～❸いずれの場合でも、必ず “契約者名：仙台市ＰＴＡ協議会 ”とお申し出下さい。

東京海上日動火災保険株式会社
〈非幹事保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社

ＡＩＧ損害保険株式会社

2020年
仙台市ＰＴＡ協議会 のご案内傷害補償制度 のご案内傷害補償制度傷害補償制度

補
償
す
る
主
な
例

ＱＲコードR

▪事故受付センター（事故報告はこちらへ）：	TEL0120-119-110
【受付時間】24時間365日
▪取扱営業店：東京海上日動火災保険㈱仙台支店 仙台中央支社	 TEL:022-225-6540
▪取扱代理店：ファイナンシャルアライアンス㈱ 仙台支店	 TEL:022-796-0781

【証券番号】ＰＴＡ団体傷害保険：Y144497218　学校契約団体傷害保険：Y144498381　ＰＴＡ賠償責任保険：Y144500273
19-TC07014　2020年₁月



杜の都 こども総合保険
傷害総合保険仙台市ＰＴＡ協議会

推　薦

仙台市では自転車保険加入が義務化されました!
自転車条例対応

仙台市では自転車保険加入が義務化されました!

⃝募集時期：2020年4月～5月に学校ＰＴＡを通じて案内配布
⃝保険期間：2020年６月１日午後４時～ 2021年６月１日
▪引受保険会社： 東京海上日動火災保険㈱
▪非幹事保険会社： 損害保険ジャパン日本興亜㈱・ＡＩＧ損害保険㈱

例えば…こんなときにお役にたちます！

賠 償 事 故
地震でも！

熱中症でも！

食中毒でも！

示談交渉サービス付
（日本国内のみ）

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった

「杜の都こども総合保険」なら…
1
POINT 団体割引15％適用により一般でご加入よりもダンゼンお得！
2
POINT 傷害補償制度と同時に１回の報告・請求（One Stop サービス）で！

自転車でころんで
ケガをしてしまった

犬にかまれて
ケガをしてしまった

車の窓ガラスを
破損してしまった

商品を破損してしまった
お子様のおケガ

もしも自転車事故で加害者になったら…
高額賠償事例　賠償額9,521万円

（神戸地裁平成25年7月判決）
男子小学生が夜間、自転車帰宅途中に
歩行者の女性と正面衝突。
女性は頭がい骨骨折等で意識が戻らず、
監督責任を問われた母親に賠償命令。

自転車条例とは
（仙台市自転車の安全利用に関する条例）

2019年1月1日より施行された条例であり、道路
交通法を守ることはもちろんヘルメットの着用
に努めることや、2019年4月1日からは自転車損
害賠償責任保険等の加入義務を定めています。
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【取扱営業店】東京海上日動火災保険㈱ 仙台支店 仙台中央支社
TEL：022－225－6540

【取扱代理店】ファイナンシャルアライアンス㈱ 仙台支店
TEL：022－796－0781

＜おすすめプラン！スーパーワイドプラン・ワイドプラン＞
ケガによる入院・通院だけでなく、病気による入院費用・手術費用を補償いたします！

※ご契約にあたっては学校からお配りする「パンフレット兼重要事項説明書」を必ずお読みください。

仙台市ＰＴＡ協議会

賠 償 事 故 お子様のおケガ
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